


次の5枚の地図が作られた場所と

年代を推定してください。
推定理由も付記すること。

年代選択肢

1140
1154
1300
1364
1480

制限時間 600秒



A



B



C ED は後編参照



それではゆるりと 地図めぐりの旅へ・・・
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五天竺図



日本で描かれた現存最古の世界図

作られた場所 インド

書写年代 1364

法隆寺蔵

タテ 177㎝
ヨコ 167㎝



巨大な円筒が虚空に浮かび、

その円筒は下から順に

風輪、水輪、金輪の3つの輪からなる。
最上層の金輪の表面は水で覆われ、

中央に須弥山（しゅみせん）、

四方に大陸が一つずつ浮かぶ。

人間は南方に浮かぶ贍部州（せんぶしゅう）に住む。

仏教の世界観



単位は由旬（ゆじゅん）＝７㎞



五天竺図の解説図



「大雪山」を超えた北に

「無熱悩池」＝涼しい楽園がある！

仏教の発祥地インド北部の風土

身近な憧れは北方山中 カシュミールの湖水地方

蓮の花の浮かぶ池という極楽イメージ

この世界観の背景

４－５月の乾季・・・

猛暑
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B

ヘレフォード図



作られた場所 ヨーロッパ

製作年代 1300ころ

タテ 158.7㎝
ヨコ 133.5㎝



骨格はＴＯマップ



キリスト教の世界観

東が聖なる方位

ノアの息子セム・ハ

ム・ヤフェの子孫が、

アジア・アフリカ・ヨー

ロッパに広がった。

三大陸 Sem

ChamIafeth





エルサレム

ローマ

ヘラクレスの柱

バベルの塔

エデンの園

天上から現世へ

きっちり等間隔で

タテに並ぶ重要地点

地図は世界観の表明



つづく


